
（別記） 
 

新冠町農業再生協議会水田フル活用ビジョン 

 

 

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題 

 当該地域は、耕地面積が 4,700ha であり、軽種馬を中心に稲作・野菜・酪農・肉牛経

営が営まれている。 

 米を取り巻く状況の変化に伴い転作が進み、転作田を生産基盤とした野菜等との複合

経営を導入するなど、産地形成の強化を推進してきた。 

 しかしながら、農家の高齢化が進む一方、後継者がいない農家が増加しているため、

将来的に農家戸数の減少が予想され、作付面積の維持が重要な課題となっており、経営

感覚と営農技術に優れた人材の育成と地域における担い手の確保が必要となっている。 

 

 

２ 作物ごとの取組方針 

 約 720ha（不作付地を含む）の水田について、産地交付金を有効に活用しながら、作

物生産の維持を図り、安全・安心な農業を推進する。 

 

（１）主食用米 

    多様なニーズに応えるため高品質・良食味米の更なる安定生産を目指し、「売れ

る米づくり」に向けた取組みを推進する。作付面積は現状規模の維持を目標とす

るが、作付地の集約及び農業機械の共同利用を推進し、作業の効率化、労力の負

担軽減を図る。 

 

（２）非主食用米 

  ア 飼料用米 

    主食用米の安定生産と作付面積の維持を優先とするが、需要の確保が期待でき 

る品目であるため、農業者の意向を踏まえながら、産地交付金の活用により取組 

みの推進を図る。 

 

（３）麦、飼料作物 

    麦については、需要に即した品種の選定を行うと共に、基盤整備対策を講じ現 

行の作付面積を維持する。 

    飼料作物については、酪農・肉牛生産を始めとする畜産が盛んな地域であるた 

め、飼料作物が転作地の大部分を占めている。今後も飼料作物への作付転換が図

られるものと推測するため、土地基盤の整備改良による良質粗飼料の生産に努め

飼料自給率を高めるとともに、地域の中心となる経営体へ農地の集積及び団地化

を推進し、生産性の向上を図る。 

 

（４）そば 

    排水対策等の基本技術を徹底し、適正な栽培管理を行う。 

    また、実需者との契約に基づき、現行の栽培面積を維持する。 



（５）野菜 

    次の品目を当町における地域振興作物、地域戦略作物及び地域奨励作物として

位置付け、地域全体の生産性と品質の向上を推進し、特色ある野菜産地の形成を

図る。 

    特にピーマンについては、当町における農業生産の中心となっている重要な品 

目であるため、ピーマン産地としての維持拡大を推進し、付加価値を付けた有利 

販売を目指す。 

 

  重点振興作物 ― 「ピーマン」 

  地域振興作物 ― 「アスパラガス」、「カボチャ」、「ミニトマト」 

  地域戦略作物 ― 「メロン」、「トマト」、「ほうれん草」、「水菜」、 

「チンゲン菜」、「インゲン」 

     地域奨励作物 ― 「そば」、「春菊」、「馬鈴薯（食用）」、「軟白ねぎ」、「未成熟 

              とうもろこし」 

 

（６）耕畜連携 

    水田放牧による取組みを推進し、効率的な土地利用と安定的な自給飼料の確保 

に努める。 

 

（７）不作付地の解消 

    現行の不作付地（約 3ha）について、地域での話し合いの場を積極的に設け、 

人・農地プランや農地中間管理機構等を有効的に活用し、地域の中心となる担い 

手へ農地を集約していき、ピーマンや飼料作物の作付を推進していく。 

 

３ 作物ごとの作付予定面積 

作物 平成 28年度の作付面積 

（ha） 

平成 29年度の作付予定面積 

（ha） 

平成 30年度の目標作付面積 

（ha） 

主食用米 １６９．９ １６９．７ １６９．４

飼料用米 ２．１ ２．１ ２．１

米粉用米 ０ ０ ０

WCS 用稲 ０ ０ ０

加工用米 ０ ０ ０

備蓄米 ０ ０ ０

麦 ７．４ ７．４ ７．４

大豆 ０ ０ ０

飼料作物 ５１７．６ ５１７．６ ５１７．７

そば ５．０ ５．０ ５．０

なたね ０ ０ ０

その他地域振興作物    

 野菜 

・ﾋﾟｰﾏﾝ 

・その他の野菜 

 

１４．３６

７．０５

７．３１

１４．６２

７．０５

７．５７

１４．７０

７．１０

７．６０

 



４ 平成 29年度に向けた取組及び目標 

取組 

番号 
対象作物 取組 

分類 

※ 
指標 

平成 28年度 

（現状値） 

平成 29年度 

（目標値） 

１ ピーマン 作付面積の維持拡大 ア 実施面積 
７．０ha 

（    ） 

７．０ha 

（    ） 

２ 飼料作物 農地集積（水田分） ア 実施面積 
２２２．０ha 

（    ） 

２２２．０ha 

（    ） 

３ 
振興作物 

戦略作物 
作付の維持拡大 ア 実施面積 

７．１ha 

（    ） 

７．３ha 

（    ） 

４ 野菜 作付面積の維持拡大 ア 実施面積 
７．３ha 

（    ） 

７．５ha 

（    ） 

５ 飼料作物 農地団地化（水田分） ア 実施面積 
２３５．９ha 

（    ） 

２３５．９ha 

（    ） 

６ 飼料作物 
耕畜連携助成 

（水田放牧） 
イ 実施面積 

７５．９ha 

（    ） 

８６．４ha 

（    ） 

※「分類」欄については、実施要綱別紙 15の２（６）のア、イ、ウのいずれに該当するか記入してくださ
い。（複数該当する場合には、ア、イ、ウのうち主たる取組に該当するものをいずれか 1 つ記入してくだ
さい。） 

ア 農業・農村の所得増加につながる作物生産の取組 

  イ 生産性向上等、低コスト化に取り組む作物生産の取組 

  ウ 地域特産品など、ニーズの高い産品の産地化を図るための取組を行いながら付加価値の高い作物

を生産する取組 

※平成 30年度以降の目標値を設定している場合は、「平成 29年度（目標値）」欄の右に欄を設け、目標年

度及び目標値を記載してください。 

※現状値及び目標値が単収、数量など面積以外の場合、（  ）内に数値を設定する根拠となった面積を記

載してください。 

 

 

 

 

 

５ 産地交付金の活用方法の明細 

  別紙のとおり 
   



 

新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 １ 

活用枠※1  産地戦略枠  □従来枠  □追加配分枠 分類※2  ア □イ □ウ 

使  途 重点振興作物助成 

対象作物 
【基幹作物】 

ピーマン 

単  価 ５０，０００円／10a 参考となる単価 ５０，０００円／10a 

内  容 

町の基幹作物であるピーマンを重点振興作物として位置づけし、作付け

した担い手に対し助成を行い、ピーマン産地としての地位の確立及び維

持拡大を図る。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした認定農業者、認定新規就農者、

人・農地プランに位置付けられた地域の中心となる経営

体 

○対象農地：水田 

○出荷販売実績の確認できるもの 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画

書、交付申請書、現地確認、農業経営改善計画認定書、青年等就農計

画認定書、人・農地プラン 

○販売証明 

備  考 

 

※町内の野菜類の中で戸数・面積・販売金額ともに最も多いピーマンを

重点振興作物として位置付けし、ピーマン産地としての維持拡大を推

進する。 

※ピーマン産地としての地位を確立し、付加価値を付けた有利販売を目

指す 

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除

 

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 



新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 ２ 

活用枠※1  産地戦略枠  □従来枠  □追加配分枠 分類※2  ア □イ □ウ 

使  途 農地集積促進対策加算 

対象作物 

飼料作物（オーチャードグラス、チモシー、イタリアンライグラス、ペレニア

ルライグラス、トールフェスク、メドーフェスク、ケンタッキーブルーグラス、

リードカナリーグラス、バヒアグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラス、

アルファルファ、オオクサキビ、アカクローバ、シロクローバ、ローズグラス、

パラグラス、パンゴラグラス、ネピアグラス、ガレガ、アルサイククローバ、

青刈りとうもろこし） 

単  価 １５，０００円／10a 参考となる単価 １５，０００円／10a 

内  容 
農地利用集積を推進するため、利用権設定し賃借している農業者が助成 

対象作物を作付けした場合に助成する。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした農業者 

○対象農地：水田 

○その他要件：次の要件を全て満たす者 
・農業委員会を通して利用権を設定し、水田を賃借している者 

・利用供給協定書の締結又は自家利用計画書の作成をしていること 

○出荷販売実績の確認できるもの 

○実需者との契約 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画 

書、交付申請書、現地確認 

○その他要件：次のことを確認する 

・賃貸借契約状況を農業委員会から提供された情報により確認 

・利用供給協定書又は自家利用計画書の内容確認 

○販売証明 

 

備  考 
※農業者への農地集積を維持、促進するため、引き続き支援を行う。 

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除 

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 

 

 



新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 ３ 

活用枠※1  産地戦略枠  □従来枠  □追加配分枠 分類※2  ア □イ □ウ 

使  途 地域振興作物作付助成 

対象作物 

【基幹作物】 

地域振興作物：アスパラガス、カボチャ、ミニトマト 

地域戦略作物：メロン、トマト、ほうれん草、水菜、チンゲン菜、 

       インゲン 

単  価 ３５，０００円／10a 参考となる単価 ３５，０００円／10a 

内  容 助成対象作物を作付けした担い手に対して助成する。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした認定農業者、認定新規就農者、

人・農地プランに位置付けられた地域の中心となる経営

体 

○対象農地：水田 

○出荷販売実績の確認できるもの 

○実需者との契約 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画

書、交付申請書、現地確認、農業経営改善計画認定書、青年等就農計

画認定書、人・農地プラン 

○販売証明 

○出荷・販売契約書等 

備  考 
※地域における重要な作物であることから、今後も継続して助成する。

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 



 

新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 ４ 

活用枠※1  産地戦略枠  □従来枠  □追加配分枠 分類※2  ア □イ □ウ 

使  途 野菜産地形成助成 

対象作物 

【基幹作物】 

アスパラガス、カボチャ、メロン、トマト、ミニトマト、ほうれん草、

水菜、チンゲン菜、インゲン、春菊、馬鈴薯（生食）、軟白ねぎ、未成

熟とうもろこし（スイートコーン） 

単  価 １５，０００円／10a 参考となる単価 １５，０００円／10a 

内  容 
担い手が前年産に比べて当該年産の助成対象作物の作付面積を維持 

又は拡大した場合に助成する。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした認定農業者、認定新規就農就

農者、人・農地プランに位置付けられた地域の中心とな

る経営体 

○対象農地：水田 

○出荷販売実績の確認できるもの 

○実需者との契約 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画

書、交付申請書、現地確認、農業経営改善計画認定書、青年等就農計

画認定書、人・農地プラン 

○販売証明 

○出荷・販売契約書等 

備  考 

※前年度と作付けを変えた場合の取扱い 

①助成対象作物の作付総面積で比較 

②助成対象作物が２品目以上ある場合であって、①の結果、作付面積

が減少している場合は、品目毎の作付面積を比較 

③作付面積が減少している場合（品目毎の比較を含む）は対象外 

※対象作物における作付面積の維持又は拡大を支援し、野菜産地として

の発展を推進する。 

※「小豆」を対象作物から除外 

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 



 

新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 ５ 

活用枠※1  産地戦略枠  □従来枠  □追加配分枠 分類※2  ア □イ □ウ 

使  途 飼料作物団地化加算 

対象作物 

【基幹作物】 

飼料作物（オーチャードグラス、チモシー、イタリアンライグラス、ペレニア

ルライグラス、トールフェスク、メドーフェスク、ケンタッキーブルーグラス、

リードカナリーグラス、バヒアグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラス、

アルファルファ、オオクサキビ、アカクローバ、シロクローバ、ローズグラス、

パラグラス、パンゴラグラス、ネピアグラス、ガレガ、アルサイククローバ、

青刈りとうもろこし） 

単  価 ４，５００円／10a 参考となる単価 ４，５００円／10a 

内  容 助成対象作物を作付けし、団地化要件を満たした農業者に対して助成する。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けし、団地化要件を満たした人・農地プラ

ンに登載されている農業者 

○対象農地：水田 

○その他要件：次の要件を全て満たす者 
・団地化要件は１団地が概ね３ｈａ以上の面積で、２団地の取組の場合は、

１団地の面積は概ね１．５ｈａとする 
・飼料作物については、利用供給協定書の締結又は自家利用計画書の作成を

していること 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画書、交

付申請書、現地確認、人・農地プラン 

○その他要件：次のことを確認する 

・団地化圃場図面、位置図、現地確認等 

・利用供給協定書又は自家利用計画書の内容確認 

備  考 

※概ねとは、８割である 

※今後は地域の中心となる経営体へ集約化を図る必要があるが、その上で団地

化についても推進していき、作業効率及び生産性の向上を目指す。 

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除 

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。



 

新規 ○ 前年度継続(変更あり)  前年度継続  助成開始年度 ２９ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 ６ 

活用枠※1  産地戦略枠  □従来枠  □追加配分枠 分類※2 □ア  イ □ウ 

使  途 水田放牧助成（耕畜連携） 

対象作物 

飼料作物（オーチャードグラス、チモシー、イタリアンライグラス、ペレニア

ルライグラス、トールフェスク、メドーフェスク、ケンタッキーブルーグラス、

リードカナリーグラス、バヒアグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラス、

アルファルファ、オオクサキビ、アカクローバ、シロクローバ、ローズグラス、

パラグラス、パンゴラグラス、ネピアグラス、ガレガ、アルサイククローバ、

青刈りとうもろこし） 

単  価 １０，０００円／10a 参考となる単価 １３，０００円/10a 

内  容 
自家利用計画書に基づき実施する飼料作物の作付水田における牛の放牧の 

取り組みに助成する。 

具体的要件 

○助成対象者：下記要件を満たす農業者 

○対象農地：水田 

○その他要件：次に掲げる要件をすべて満たしていること 

  ・当該年度における放牧の取り組みであること。 

  ・1ha当たりの放牧頭数が成牛換算で2頭以上であること。なお、成 

牛換算においては、育成牛2頭あたり成牛1頭とする。 

  ・対象牛は、概ね24カ月齢以上の成牛又は8カ月齢以上の育成牛であ 

ること。 

  ・適正な放牧密度により放牧が実施されるものであり、かつ、1ha 

あたり延べ放牧頭数が180頭日以上であること。 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画書、交

付申請書、現地確認、自家利用計画書、作業日誌 

備  考 

 

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。



 

新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 ７ 

活用枠※1 □産地戦略枠   従来枠  □追加配分枠 分類※2 □ア □イ □ウ 

使  途 地域奨励作物作付助成 

対象作物 
【基幹作物】 

地域振興作物：小麦 

単  価 

１１，００９円／10a 

（24,000円/10aを上限とし

て、2回目配分の額により単価

を増額調整） 

参考となる単価 ２４，０００円／10a 

内  容 助成対象作物を作付した担い手に対して助成する。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした認定農業者、認定新規就農者、

人・農地プランに位置付けられた地域の中心となる経営

体 

○対象農地：水田 

○出荷販売実績の確認できるもの 

○実需者との契約 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画

書、交付申請書、現地確認、農業経営改善計画認定書、青年等就農計

画認定書、人・農地プラン 

○販売証明 

○出荷・販売契約書等 

備  考 

 

 

※地域における重要な作物であることから、今後も継続して助成する。

※「大豆」を対象作物から除外 

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 

 



 

新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 ８ 

活用枠※1 □産地戦略枠   従来枠  □追加配分枠 分類※2 □ア □イ □ウ 

使  途 地域奨励作物作付助成 

対象作物 

【基幹作物】 

地域奨励作物：そば、春菊、馬鈴薯（生食）、軟白ねぎ、未成熟とうも

ろこし（スイートコーン） 

単  価 

８，８０７円／10a 

（20,000円/10aを上限とし

て、2回目配分の額により単価

を増額調整） 

参考となる単価 ２０，０００円／10a 

内  容 助成対象作物を作付けした農業者に対して助成する。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした農業者 

○対象農地：水田 

○出荷販売実績の確認できるもの 

○実需者との契約 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画

書、交付申請書、現地確認 

○販売証明 

○出荷・販売契約書等 

備  考 

 

 

※地域における重要な作物であることから、今後も継続して助成する。

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 



新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 ９ 

活用枠※1 □産地戦略枠   従来枠  □追加配分枠 分類※2 □ア □イ □ウ 

使  途 農地集積促進対策加算 

対象作物 
【基幹作物】 

小麦、そば 

単  価 

６，６０５円／10a 

（15,000円/10aを上限とし

て、2回目配分の額により単価

を増額調整） 

参考となる単価 １５，０００円／10a 

内  容 
農地利用集積を推進するため、利用権設定し賃借している農業者が助成

対象作物を作付けした場合に助成する。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした農業者 

○対象農地：水田 

○その他要件：次の要件を全て満たす者 
・農業委員会を通して利用権を設定し、水田を賃借している者 

○出荷販売実績の確認できるもの 

○実需者との契約 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画

書、交付申請書、現地確認 

○その他要件：次のことを確認する 

・賃貸借契約状況を農業委員会から提供された情報により確認 

○販売証明 

○播種前契約書等 

備  考 

 

 

※担い手への農地集積を維持、促進するため、引き続き支援を行う。 

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 

 

 



新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 １０ 

活用枠※1 □産地戦略枠   従来枠  □追加配分枠 分類※2 □ア □イ □ウ 

使  途 飼料作物生産振興対策（有畜加算） 

対象作物 

【基幹作物】 

飼料作物（オーチャードグラス、チモシー、イタリアンライグラス、ペレニア

ルライグラス、トールフェスク、メドーフェスク、ケンタッキーブルーグラス、

リードカナリーグラス、バヒアグラス、ギニアグラス、カラードギニアグラス、

アルファルファ、オオクサキビ、アカクローバ、シロクローバ、ローズグラス、

パラグラス、パンゴラグラス、ネピアグラス、ガレガ、アルサイククローバ、

青刈りとうもろこし） 

単  価 

８８０円／10a 

（2,000円/10aを上限として、

2回目配分の額により単価を

増額調整） 

参考となる単価 ２，０００円／10a 

内  容 

家畜飼養農家の農業者が助成対象作物を作付けした場合に助成する。 

※当該対策により、家畜飼養農家の経営が安定し、食糧自給率の向上及び維持に繋

がっている。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした家畜飼養農家 

○対象農地：水田 

○その他要件：次に要件の全てを満たす者 

・飼料作物については、自家利用計画の作成をしていること。 

 ※飼料作物を販売した場合は対象外 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画 

書、交付申請書、現地確認 

○その他要件：次のことを確認する 

・家畜の飼養頭数は新冠町農業再生協議会で確認 

・自家利用計画書の内容確認 

備  考 

※今後、飼料価格が安定した水準で推移するまで、また町内における自給飼料によ

り十分な飼料作物が得られるまでは継続していく。 

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除 

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 



 

新規  前年度継続(変更あり) ○ 前年度継続  助成開始年度 ２７ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 １１ 

活用枠※1 □産地戦略枠  □従来枠   追加配分枠 分類※2 □ア □イ □ウ 

使  途 そば作付助成 

対象作物 
【基幹作物】 

そば 

単  価 ２０，０００円/10a 参考となる単価 ２０，０００円／10a 

内  容 そばの作付振興を図るため、そばの作付けに対して助成を行う。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした農業者 

○対象農地：水田 

○サブソイラーによる心土破砕の実施 

○出荷販売実績の確認できるもの 

○実需者との契約 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画

書、交付申請書、現地確認 

○作業日誌等 

○販売証明 

○出荷・販売契約書等 

備  考 

※堆肥を散布する等の取組みにより、地力の低下に対応し、収量の低下

を防ぐ。 

※新冠町地域水田農業ビジョン及び担い手リストによる要件確認を削除

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 

 



 

新規 ○ 前年度継続(変更あり)  前年度継続  助成開始年度 ２９ 

産地交付金の活用方法の明細（個票）【水田部分】 

協議会名 新冠町農業再生協議会 整理番号 １２ 

活用枠※1 □産地戦略枠  □従来枠   追加配分枠 分類※2 □ア □イ □ウ 

使  途 地域奨励作物作付助成 

対象作物 
【基幹作物】 

地域振興作物：小麦 

単  価 １，０００円／10a 参考となる単価 １，０００円/10a 

内  容 助成対象作物を作付した担い手に対して助成する。 

具体的要件 

○助成対象者：助成対象作物を作付けした認定農業者、認定新規就農者、

人・農地プランに位置付けられた地域の中心となる経営

体 

○対象農地：水田 

○出荷販売実績の確認できるもの 

○実需者との契約 

確認方法 

○助成対象者・助成対象水田・助成対象面積・助成対象作物：営農計画

書、交付申請書、現地確認、農業経営改善計画認定書、青年等就農計

画認定書、人・農地プラン 

○販売証明 

○出荷・販売契約書等 

備  考 ※整理番号７との合計単価は25,000円を上限とする。 

※１ 「活用枠」欄は該当する項目の□に （チェック）を付けてください。 

※２ 「分類」は、産地戦略枠を活用する場合、実施要綱別紙15の2（6）のア、イ、ウのいずれかに該当するか□に 

 （チェック）を付けてください。 

※３ 「参考となる単価」は、単価設定する上で参考とした前年度単価又は前々年度単価のいずれかを記載してください。 

 


